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玉
田
永
教
、
神
道
講
釈
、
澤
宣
嘉
、
近
藤
芳
樹
、『
明
治
孝
節

録
』

　
　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

　
『
長
州
孝
子
伝
』
と
『
香
川
津
孝
子
伝
』
を
翻
刻
す
る
。

　

両
本
は
、
近
世
後
期
に
長
州
藩
に
実
在
し
た
「
権
蔵
・
利
吉
」
兄
弟
に
ま
つ

わ
る
孝
子
伝
を
上
板
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
に
、
藩
内
に
伝
わ
っ
て
い
た
諸

資
料
・
逸
話
・
口
承
・
碑
文
等
を
も
と
に
、
個
別
に
本
文
が
形
成
さ
れ
た
と
思

し
く
、
異
同
も
少
な
く
な
い
。

　
『
長
州
孝
子
伝
』
の
作
者
は
、
管
見
に
依
れ
ば
神
道
講
釈
師
の
玉
田
永
教
で

あ
り
〔
注
１
〕、
そ
の
成
立
年
次
は
、
本
文
中
に
記
さ
れ
る
「
国
の
守
、
儒し
ゅ

臣し
ん

に
命
し
其
孝
を
碑
い
し
ふ
み

に
記
し
て
其
邑
中
に
建た
て

し
め
」
た
年
、
す
な
わ
ち
文
化
十

三
年
（
一
八
一
六
）
を
上
限
と
し
〔
注
２
〕、
永
教
の
没
し
た
天
保
七
年
（
一

八
三
六
）
を
そ
の
下
限
と
す
る
。『
香
川
津
孝
子
伝
』
の
作
者
は
、
幕
末
の
「
七

卿
落
ち
」
の
一
人
と
し
て
著
名
な
澤さ
わ
の
ぶ宣
嘉よ
し

で
あ
り
、
そ
の
自
跋
か
ら
、
成
立
は

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
と
判
明
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
本
の
う
ち
の

特
に
後
者
を
ほ
ぼ
粉
本
に
近
い
形
で
用
い
て
、
長
州
藩
出
身
の
近
藤
芳
樹
が

『
明
治
孝
節
録
』
に
「
権
蔵
・
利
吉
」
の
話
（
巻
三
の
三
十
話
）
と
し
て
組
み

入
れ
た
〔
注
３
〕。

　
『
明
治
孝
節
録
』
は
、
皇
后
（
昭
憲
皇
太
后
）
の
下
命
を
受
け
て
芳
樹
最
晩

年
の
七
十
七
歳
の
と
き
に
編
集
・
完
成
し
、
宮
内
庁
か
ら
官
版
と
し
て
明
治
十

年
（
一
八
七
七
）
六
月
付
け
の
刊
記
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
皇
后
の
下
命
・
宮

内
省
蔵
版
と
い
う
出
版
の
経
緯
に
加
え
て
、
太
政
大
臣
三
条
実
美
の
題
詞
「
萬

古
清
風
」、
福ふ
く

羽ば

美び

静せ
い

・
元も
と

田だ

永な
が
ざ
ね孚
と
い
う
明
治
天
皇
侍
講
二
人
に
よ
る
序
な

ど
が
、
本
書
の
権
威
を
い
や
が
上
に
も
高
か
ら
し
め
て
い
る
。『
明
治
孝
節
録
』

は
明
治
期
に
教
科
書
と
し
て
小
中
学
校
・
師
範
学
校
等
で
使
用
さ
れ
て
お
り

〔
注
４
〕、
本
書
の
本
編
中
の
逸
話
一
三
八
話
〔
注
５
〕
は
、
明
治
・
大
正
期
の

人
々
に
と
っ
て
は
馴
染
み
の
孝
子
孝
女
譚
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
で
も
、
母

（
権
蔵
に
は
継
母
）
の
病
気
平
癒
を
願
っ
て
寒
中
に
裸
参
り
を
し
て
落
命
し
た

権
蔵
・
利
吉
兄
弟
の
逸
話
は
、
至
孝
の
極
致
と
し
て
明
治
期
の
諸
書
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
〔
注
６
〕。

　

本
稿
で
は
、『
長
州
孝
子
伝
』
と
『
香
川
津
孝
子
伝
』
を
、
原
本
に
忠
実
に

翻
刻
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
明
治
孝
節
録
』
研
究
は
も
と
よ
り
、
近
世
後
期
の

孝
子
伝
研
究
、
ま
た
、
幕
末
長
州
藩
の
教
育
並
び
に
思
想
的
状
況
の
研
究
、
ひ

い
て
は
神
道
講
釈
師
玉
田
永
教
の
研
究
な
ど
の
便
に
資
す
る
こ
と
を
期
す
も
の
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で
あ
る
。

　
　
　
　
　

二　
『
長
州
孝
子
伝
』
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
先
に
刊
行
さ
れ
た
『
長
州
孝
子
伝
』
に
つ
い
て
概
要
を
記
す
。
既
に

注
１
の
旧
稿
で
作
者
・
成
立
・
諸
本
に
関
し
て
検
討
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は

そ
れ
に
譲
る
。
拙
論
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
『
長
州
孝
子
伝
』
は
、『
国
書
総
目
録
』
で
作
者
を
「
永
敬
」
と
さ
れ
〔
注

７
〕、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
平

成
30
年
９
月
23
日
閲
覧
）
で
も
同
じ
作
者
、
版
本
と
し
て
石
川
県
立
歴
博

本
が
デ
ー
タ
と
し
て
記
さ
れ
る
だ
け
の
小
さ
な
作
品
で
あ
る
。
稿
者
は
従

来
の
「
永
敬

4

4

作
者
説
」
に
疑
問
を
呈
し
、
新
た
に
「
永
教

4

4

作
者
説
」
を
提

示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
人
物
を
、
近
世
後
期
に
活
躍
し
た
神
道
講
釈
師

「
玉
田
永
教
」
と
同
定
し
た
。

　

ま
ず
そ
の
論
証
過
程
で
、
諸
本
整
理
を
行
い
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
石

川
県
立
歴
博
本
（
大
鋸
文
庫
本
）〔
注
８
〕
に
加
え
て
、
新
た
に
山
口
図

書
館
甲
本
・
山
口
図
書
館
乙
本
〔
注
９
〕・
架
蔵
本
の
三
本
を
紹
介
し
た
。

そ
し
て
、
山
口
図
書
館
甲
本
の
よ
う
な
、「
内
題
・
題
詞
・
巻
頭
歌
な
ど

の
二
丁
と
本
文
に
巻
末
の
長
短
歌
一
首
ず
つ
を
掲
載
し
た
計
九
丁
」
の
版

本
が
ま
ず
成
立
し
、
そ
の
中
か
ら
、「
内
題
・
題
詞
・
巻
頭
歌
な
ど
の
二

丁
を
削
除
し
て
本
文
と
巻
末
長
短
歌
一
首
ず
つ
と
し
た
七
丁
か
ら
な
る
」

石
川
歴
博
本
や
架
蔵
本
の
よ
う
な
形
の
版
本
が
成
立
し
、
そ
の
一
方
で
、

「
九
丁
の
も
の
の
内
題
を
簡
略
に
し
、
巻
末
歌
に
更
に
常
子
・
永
辰
・
永
鷹
・

永
久
の
各
歌
を
加
え
て
計
十
一
丁
と
し
た
増
補
本
」
で
あ
る
山
口
図
書
館

乙
本
の
よ
う
な
形
の
版
本
が
出
来
上
が
っ
た
と
推
定
し
た
。

　

次
い
で
、
山
口
図
書
館
乙
本
の
巻
末
に
収
載
さ
れ
た
和
歌
作
者
に
注
目

し
、「
常
子
・
永
辰
・
永
鷹
・
永
久
」
の
う
ち
、
常
子
を
除
く
三
名
が
全

て
玉
田
永
教
の
周
辺
人
物
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
具
体
的
に
は
、
永

教
の
長
男
が
永
辰
、
永
教
の
次
男
が
永
鷹
、
永
辰
の
長
男
が
永
久
で
あ

る
。

　

本
文
末
尾
に
「
永
教
曰
」
と
い
う
、
他
の
永
教
の
著
作
に
頻
出
す
る
表

現
が
存
在
し
、
か
つ
、「
男
永
辰
長
門
に
下
り
其
あ
ら
ま
し
き
ゝ
記
し
侍
り

ぬ
」
と
い
う
本
文
末
尾
の
一
文
も
参
照
し
て
、『
長
州
孝
子
伝
』
は
、
玉

田
永
教
の
著
作
で
あ
る
と
断
定
し
た
。

　

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
山
口
図
書
館
が
所
蔵
す
る
甲
本
・
乙
本
の
二
本

は
、『
長
州
孝
子
伝
』
の
諸
本
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
甲
本

（
九
丁
本
）
は
、
内
題
・
題
詞
・
巻
頭
歌
な
ど
が
揃
っ
て
お
り
、
石
川
歴
博
本

や
架
蔵
本
な
ど
の
七
丁
本
は
そ
れ
を
簡
略
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、

乙
本
（
十
一
丁
本
）
は
、
永
教
一
族
の
歌
を
巻
末
歌
と
し
て
唯
一
掲
載
す
る
本

文
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
山
口
図
書
館
甲
本
の
本
文
（
孝
子
伝
の
本
文
自
体
は

乙
本
・
石
川
歴
博
本
・
架
蔵
本
も
同
一
）
を
ま
ず
翻
刻
し
、
巻
末
歌
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
乙
本
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

　

底
本
と
し
て
用
い
た
、
山
口
図
書
館
甲
本
・
乙
本
の
書
誌
を
簡
単
に
紹
介
す

る
。

 

【
山
口
図
書
館
甲
本
】

　

表
紙
は
香
色
、
小
波
（
さ
ざ
な
み
）
の
型
押
し
。
左
肩
に
書
き
題
簽
で
「
長

州
孝
子
伝
」。
寸
法
は
、
縦
二
〇
・
三
糎
、
横
一
六
・
〇
糎
。
全
九
丁
。
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一
丁
表
に
内
題
、
一
丁
裏
は
白
紙
。
二
丁
表
に
題
詞
、
二
丁
裏
に
「
空
山
」

の
和
歌
〔
注
10
〕。

　

三
丁
（
こ
こ
か
ら
版
心
丁
付
が
あ
り
、
一
丁
）
表
か
ら
九
丁
裏
に
本
文
。
但

し
、
三
丁
裏
か
ら
四
丁
表
、
五
丁
裏
か
ら
六
丁
表
、
七
丁
裏
か
ら
八
丁
表
に
見

開
き
で
挿
絵
が
入
る
〔
注
11
〕。
絵
師
は
不
明
。
な
お
、
八
丁
裏
後
半
で
本
文

は
終
了
。
続
け
て
永
教
に
よ
る
長
歌
・
和
歌
が
一
首
ず
つ
載
る
。

 

【
山
口
図
書
館
乙
本
】

　

表
紙
は
や
や
厚
手
の
洋
紙
で
、
題
簽
と
と
も
に
後
補
。
表
紙
左
肩
に
書
き
題

簽
で
「
長
州
孝
子
伝
」。
寸
法
は
、
縦
二
二
・
五
糎
、
横
一
五
・
〇
糎
。
全
十

一
丁
。

　

一
丁
表
に
内
題
、
甲
本
と
は
異
な
り
、
左
肩
に
子
持
ち
枠
で
「
長
州
孝
子

伝
」
と
刷
る
の
み
。
一
丁
裏
の
白
紙
以
下
、
九
丁
裏
ま
で
は
甲
本
に
同
じ
。
十

丁
表
か
ら
十
一
丁
裏
に
、
半
丁
に
一
人
一
首
ず
つ
常
子
・
永
辰
・
永
鷹
・
永
久

の
歌
が
載
る
。

　

稿
者
が
『
長
州
孝
子
伝
』
の
著
者
と
考
え
て
い
る
玉
田
永
教
に
関
し
て
は
、

先
行
研
究
も
多
く
、
各
種
辞
典
類
に
も
立
項
さ
れ
て
い
る
。
研
究
史
の
詳
細
は

注
１
の
拙
稿
に
纏
め
た
。
こ
こ
で
は
そ
こ
か
ら
永
教
の
閲
歴
部
分
を
転
載
す
る

に
と
ど
め
る
。

　

玉
田
永
教
は
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
頃
に
生
ま
れ
、
天
保
七
年
（
一

八
三
六
）
九
月
十
六
日
没
、
享
年
は
八
十
一
歳
か
〔
八
十
三
歳
と
も
〕。

徳
島
藩
士
横
山
伊
之
助
永
親
の
男
。
天
明
年
中
に
浪
人
と
な
り
、
寛
政
元

年
（
一
七
八
九
）
に
大
阪
天
満
梅
枝
新
地
に
住
ん
で
儒
学
と
心
学
を
講
述

し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
京
に
上
っ
て
垂
加
神
道
を
岡
田
正
利
（
跡あ
と
べ部
良よ
し

顕あ
き
ら

の
門
弟
）
に
学
び
、
同
三
年
一
月
に
吉
田
家
に
入
門
し
て
吉
田
神
道

を
学
ん
だ
。
同
六
年
十
一
月
に
は
吉
田
家
支
配
下
の
社
の
祠
官
と
な
り
、

神
学
教
諭
の
免
許
を
得
、「
学
館
主
」（
教
授
と
布
教
を
兼
ね
る
）
と
い
う

身
分
と
な
っ
た
（
こ
の
こ
ろ
か
ら
「
玉
田
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

し
い
）。
下
鴨
に
家
塾
「
秀
穂
舎
」
を
設
け
て
神
道
を
講
じ
、
ま
た
諸
国

を
巡
歴
し
て
神
道
講
釈
を
お
こ
な
っ
た
。
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
は

下
鴨
の
糺
の
森
に
広
大
な
地
所
を
得
て
邸
宅
を
構
え
た
。
文
政
八
年
（
一

八
二
五
）
の
長
崎
行
脚
以
後
は
、
遠
出
を
控
え
て
弟
子
の
育
成
と
諸
家
へ

の
講
釈
を
専
ら
と
し
、
天
保
七
年
に
大
阪
の
天
満
龍
田
町
で
没
し
た
。

　

永
教
の
著
作
と
し
て
は
、『
国
書
人
名
辞
典
』〔
注
12
〕
に
「
一
ノ
宮
附
八
部

大
祓
〈
天
保
六
〉、
竈
神
秘
説
〈
文
化
四
刊
〉、
菅
家
世
系
録
〈
文
化
六
〉、
猿

田
彦
大
神
極
秘
、
神
国
令
〈
享
和
三
〉、
神
道
講
義
、
神
道
柱
立
〈
寛
政
一
一
〉、

阡
陌
の
立
石
〈
享
和
二
〉、
土
金
伝
、
中
臣
祓
補
註
、
年
中
故
事
記
〈
寛
政
一

二
〉、
祝
詞
目
録
、
八
幡
宮
霊
験
記
、
蟇
目
の
真
止
、
麓
の
し
る
べ
〈
文
政
一

一
刊
〉、
美
田
間
の
種
〈
寛
政
九
〉、
和
歌
三
神
の
抄
」
の
計
十
七
作
品
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
、
百
人
一
首
の
注
釈
書
と
し
て
『
百
人
一
首
夷ひ
な

曇ぐ
も
り

』
が
紹
介
さ

れ
〔
注
13
〕、
翻
刻
・
解
説
も
出
版
さ
れ
て
い
る
〔
注
14
〕。
以
上
の
計
十
八
作

品
に
加
え
て
、
今
回
翻
刻
す
る
『
長
州
孝
子
伝
』
を
玉
田
永
教
の
著
作
と
し
て

加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
右
の
永
教
の
著
作
を
一
瞥
す
る
と
、
神
道
講
釈
師
と
し
て
の
立

場
か
ら
、
神
道
関
連
の
著
述
が
多
い
の
は
納
得
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た
作
品
群

の
中
に
『
長
州
孝
子
伝
』
と
い
う
「
孝
子
伝
」
を
加
え
る
と
、
や
や
異
質
な
感
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が
し
な
く
も
な
い
。
稿
者
は
、
玉
田
永
教
の
手
に
な
る
孝
子
伝
と
し
て
、
さ
ら

に
『
周
防
国
岩
淵
村
孝
女
石
伝
』『
播
摩
国
佐
土
村
孝
女
伝
』〔
注
15
〕
と
い
う

二
つ
の
孝
子
伝
の
存
在
を
知
り
得
た
。
そ
れ
ら
の
考
察
は
別
稿
に
譲
る
が
、
神

道
講
釈
師
玉
田
永
教
に
と
っ
て
、
孝
子
伝
は
重
要
な
作
品
群
で
あ
る
こ
と
を
こ

こ
に
明
記
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、『
長
州
孝
子
伝
』
の
翻
刻
は
、
今
回
の
拙
稿
が
初
め
て
で
は
な
い
。

昭
和
九
年
に
「
明
倫
叢
書
」
第
六
輯
と
し
て
『
巴
城
孝
子
伝
』
な
る
小
冊
子
が

頒
布
（
非
売
品
）〔
注
16
〕
さ
れ
、
こ
の
中
で
『
長
州
孝
子
伝
』『
香
川
津
孝
子

伝
』『
萩
の
名
玉
』〔
注
17
〕
の
三
作
品
が
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
た
。
同
書
に
は
『
長

州
孝
子
伝
』
の
底
本
を
提
供
し
翻
刻
に
与
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
香
川
政
一
に
よ

り
、「
昭
和
六
年
二
月
一
日
」
の
日
付
で
解
題
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に

依
る
と
、『
長
州
孝
子
伝
』
は
昭
和
六
年
の
萩
で
も
知
る
人
の
な
い
珍
本
・
稀

覯
本
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
〔
注
18
〕。「
明
倫
叢
書
」
第
六
輯
は
、
現
在
、
国

会
図
書
館
や
山
口
県
内
の
公
立
図
書
館
に
も
所
蔵
が
な
く
、
山
口
県
文
書
館
と

架
蔵
の
も
の
二
本
が
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、「
明
倫
叢
書
」
掲
載

の
翻
刻
文
は
、
漢
字
と
仮
名
が
適
宜
改
め
ら
れ
、
兄
弟
の
長
幼
の
順
も
恣
意
的

に
入
れ
替
え
ら
れ
て
い
る
（
原
文
は
「
兄
が
利
吉
、
弟
が
権
蔵
」
だ
が
、「
兄

が
権
蔵
、
弟
が
利
吉
」
と
し
て
翻
刻
）。
こ
れ
は
、
当
時
萩
で
広
く
知
ら
れ
て

い
た
『
香
川
津
孝
子
伝
』
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
本
文
を
改
変
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

今
回
、
原
本
を
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
香
川
津
孝
子
伝
』
と
は

異
な
る
「
利
吉
・
権
蔵
」
兄
弟
の
孝
子
伝
を
紹
介
し
た
い
。

　
　
　
　
　

三　
『
香
川
津
孝
子
伝
』
に
つ
い
て

　
『
香
川
津
孝
子
伝
』
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
通
り
、
澤
宣
嘉
に
よ
り
慶
応
三

年
（
一
八
六
七
）
十
月
に
成
稿
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
吉
田
松
陰
の

実
兄
・
杉
民
治
の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
、
松
下
村
塾
版
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
。

『
香
川
津
孝
子
伝
』
の
成
立
の
経
緯
は
、
注
３
の
拙
稿
で
考
察
し
た
の
で
、
詳

細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
。

　

前
述
の
『
長
州
孝
子
伝
』
と
異
な
っ
て
、『
香
川
津
孝
子
伝
』
は
二
孝
子
の

郷
里
・
萩
に
お
い
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

上
板
直
後
に
は
、
萩
の
浜
崎
御
船
倉
に
あ
っ
た
郷
学
校
「
朋
来
舎
」（
校
名
は

澤
の
命
名
）
で
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
〔
注
19
〕、
二
孝
子
百
年
祭
に
あ
た

る
大
正
三
年
に
は
、
椿
東
青
年
会
に
よ
っ
て
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
平

成
二
十
七
年
の
二
百
年
祭
に
は
、
新
た
な
石
碑
が
建
立
さ
れ
、
記
録
集
と
し
て

注
２
の
『
香
川
津
二
孝
子
二
百
年
祭
―
親
孝
行
の
兄
弟
の
物
語
を
後
世
に
』
が

刊
行
さ
れ
た
。

　

本
書
の
翻
刻
に
は
、
注
16
の
「
明
倫
叢
書
」
第
六
輯
『
巴
城
孝
子
伝
』
が
あ

る
。
そ
の
二
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
澤
宣
嘉
の
総
合
的
伝
記
資
料
『
生
野
義
挙
と

其
同
志
』
の
附
録
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
〔
注
20
〕。
た
だ
し
、
と
も
に
漢
字

と
仮
名
が
適
宜
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
最
も
入
手
し
や
す
く
読
み
や
す
い
の
は
、
注
２
の
『
香
川
津
二
孝
子

二
百
年
祭
―
親
孝
行
の
兄
弟
の
物
語
を
後
世
に
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
三
年

の
復
刻
版
を
影
印
と
し
て
収
め
、﹇
解
読
文
﹈
と
し
て
翻
刻
が
な
さ
れ
、﹇
現
代

文
﹈
と
し
て
現
代
語
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
翻
刻
は
、
小
中
学

生
に
も
読
め
る
よ
う
に
配
慮
し
た
た
め
か
、
本
文
が
全
て
現
代
仮
名
遣
い
に
改

め
ら
れ
た
う
え
、
漢
字
に
付
さ
れ
た
振
り
仮
名
や
原
文
の
句
点
が
任
意
に
省
略
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さ
れ
、
更
に
は
翻
刻
の
誤
り
も
ま
ま
見
ら
れ
て
、
資
料
と
し
て
は
使
用
し
づ
ら

い
。
今
回
、『
長
州
孝
子
伝
』『
香
川
津
孝
子
伝
』
と
併
せ
て
原
本
を
忠
実
に
翻

刻
す
る
こ
と
に
よ
り
、
研
究
に
資
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

本
稿
で
底
本
と
し
た
の
は
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
本
で
あ
る
。
同
館
に

は
、
該
本
が
三
本
あ
る
が
、
内
容
は
同
一
で
あ
る
。
便
宜
的
に
杉
民
治
寄
贈
本

に
よ
り
、
以
下
に
簡
単
に
書
誌
を
記
す
。

 

【
山
口
図
書
館
蔵
本
】

　

現
装
の
表
紙
は
山
口
図
書
館
の
も
の
で
、
題
簽
と
と
も
に
後
補
。
こ
れ
ら
表

紙
（
表
裏
）
を
除
い
た
も
の
が
原
装
の
可
能
性
が
高
く
、
共
紙
表
紙
と
思
わ
れ

る
。
寸
法
は
、
縦
二
十
一
・
八
糎
、
横
十
六
・
〇
糎
。
全
一
七
丁
（
共
紙
表
紙

を
含
む
）。
一
丁
表
中
央
に
「
香
川
津
孝
子
伝
」、
一
丁
裏
は
白
紙
。
二
丁
（
こ

こ
か
ら
版
心
丁
付
が
あ
り
、
一
丁
）
表
か
ら
十
七
丁
裏
ま
で
「
本
文
、
覚
、
跋

文
」
が
記
さ
れ
る
。

　

な
お
、『
香
川
津
孝
子
伝
』
に
は
、
二
丁
裏
か
ら
三
丁
表
に
か
け
て
、
見
開

き
一
葉
の
挿
絵
が
あ
る
。
右
側
上
部
に
「
春
川
」
の
印
が
あ
り
、
左
側
下
段
に

「
二じ

孝か
う
し子
母は
ゝ

の
た
め
に
風ふ
う
せ
つ雪
を
冒お
か

し
て
金こ
ん
ひ
ら
の
や
し
ろ

毘
羅
社
に
詣ま
い

る
」
と
記
さ
れ
る
。
春

川
は
澤
の
号
の
一
つ
で
あ
る
。
注
20
『
生
野
義
挙
と
其
同
志
』
の
六
四
三
頁
に

は
、「
卿
は
、
直
ち
に
筆
を
起
し
、
自
か
ら
文
章
を
綴
り
、
且
つ
自
か
ら
こ
れ

を
書
し
、
而
し
て
挿
絵
ま
で
も
揮
写
し
て
、
杉
〔
小
野
注
：
杉
民
治
〕
に
、
渡

し
て
居
る
」
と
あ
り
、
澤
の
手
に
成
る
挿
絵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　

四　

翻
刻

 

【
凡
例
】

◎
句
読
点
な
ど

　

 『
長
州
孝
子
伝
』
に
は
、
句
読
点
（
。 

、）・
カ
ギ
カ
ッ
コ
（「 

」）が
な
い
の
で
、

通
読
の
便
の
た
め
に
、
稿
者
が
適
宜
補
っ
た
。

　

 『
香
川
津
孝
子
伝
』
に
は
、
句
点
（
。）
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
原
本
の
ま

ま
句
点
で
翻
刻
し
た
。
カ
ギ
カ
ッ
コ
（「 

」）
は
原
本
に
な
い
の
で
、
稿
者

が
適
宜
補
っ
た
。

◎
送
り
仮
名

　

 『
長
州
孝
子
伝
』
に
は
、
送
り
仮
名
の
省
略
が
多
い
の
で
、
通
読
の
便
の
た

め
に
稿
者
が
適
宜
補
っ
た
。
そ
の
場
合
は
、
補
っ
た
仮
名
の
右
傍
に
「
・
」

を
付
し
て
区
別
し
た
。

　

 『
香
川
津
孝
子
伝
』
は
、
原
本
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。
送
り
仮
名
を
補
っ
た
箇

所
は
な
い
。

◎
振
り
仮
名

　

 『
長
州
孝
子
伝
』
に
は
、
通
読
の
便
宜
の
た
め
に
漢
字
に
振
り
仮
名
を
付
し

た
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、（　

）
付
き
と
し
て
原
本
の
振
り
仮
名
と

区
別
し
た
。
ま
た
、
左
右
に
振
り
仮
名
が
あ
る
場
合
は
、
左
側
の
傍
訓
を

﹇
左
傍
「
わ
か
し
に
」﹈
の
よ
う
に
本
文
注
記
で
示
し
た
。

　
『
香
川
津
孝
子
伝
』
は
、
原
本
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

◎
闕
字

　

 『
香
川
津
孝
子
伝
』
に
は
闕
字
が
あ
る
の
で
、
二
字
分
の
空
白
で
統
一
し
た
。

『
長
州
孝
子
伝
』
に
は
闕
字
は
な
い
。

◎
そ
の
他
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以
下
の
点
は
、『
長
州
孝
子
伝
』『
香
川
津
孝
子
伝
』
に
共
通
し
て
処
理
し
た
。

　

○ 
漢
字
は
、
常
用
漢
字
表
に
掲
載
の
字
は
常
用
漢
字
体
を
用
い
、
そ
れ
以
外

は
旧
字
体
と
し
た
が
、
一
部
の
固
有
名
詞
な
ど
は
旧
字
体
・
異
体
字
の
ま

ま
で
残
し
た
も
の
も
あ
る
。

　

○ 

繰
り
返
し
記
号
は
、
漢
字
一
字
は
「
々
」、
仮
名
一
字
は
「
ゝ
」・「
ゞ
」、

仮
名
二
字
以
上
は
「
〳
〵
」
で
統
一
し
た
。

　

○ 

原
本
に
は
一
部
に
濁
点
が
見
ら
れ
る
が
、
語
学
的
資
料
と
し
て
の
便
を
考

え
て
、
清
濁
は
振
り
仮
名
も
含
め
て
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

　

○
改
行
の
明
示
は
し
な
か
っ
た
が
、
和
歌
の
改
行
は
／
で
示
し
た
。

　

○ 

丁
移
り
ご
と
に 

」 

を
付
し
、
そ
の
下
に
丁
数
を
（
３
ウ
）
な
ど
の
よ
う

に
記
し
た
。

　

○
挿
絵
・
白
紙
・
花
押
等
の
部
分
は
﹇　

﹈
で
示
し
、
説
明
を
加
え
た
。

　

○
本
文
に
不
審
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
右
傍
に
〔
マ
マ
〕
と
し
た
。

 

【
長
州
孝
子
伝
】

吉
田
殿
学
館
主 
玉
田
氏
蔵
書　
　

長
州
孝
子
伝　

全

是
の
書
は
、
長
州
の
孝
子
利
吉
権
蔵
、
母
の
大
病
を
悲
し
、
孝
心
に
生
命
を
捨

て4

し
有
様
を
委
し
く
記
す
。 

」（
１
オ
）

 

﹇
一
丁
裏
は
白
紙
﹈ 

」（
１
ウ
）

孝 

」（
２
オ
）

神
か
け
て
親
に
身
を
／
か
ふ
ま
こ
と
こ
そ
／
世
に
た
く
ひ
な
き
／
あ
は
れ
な
る

ら
め
／
空
山 

」（
２
ウ
）

長
州
孝
子
伝 

玉
田
氏
蔵
書　
　

長
門
国
萩
の
城
下
よ
り
一
里
計
（
ば
か
り
）東
に
あ
た
り
て
、
小を
ば
た畑
村
と
云
ふ4

あ
り
。
そ

こ
に
国く
に

の
守か
み
の

小
人
権
助
と
云
ふ4

者
、
男な
ん
し子
三
人
を
持も
て

り
。
兄
二
人
を
う
み
て
、

其そ
の

母は
ゝ

な
く
な
り
し
か
は
、
父ち
ゝ

、
後の
ち

の
妻つ
ま

を
む
か
へ
て
、
男
一
人
を
う
め
り
。
と

も
に
家い
へ

に
あ
り
て
常つ
ね

に
父
母
に
孝か
う

を
な
し
て
怠お
こ
た

ら
ざ
れ
ど
も
、
好こ
う
し事
門
を
出い
で

さ
る
に
や
、
其そ
の
き
こ聞
へ
も
な
か
り
し
に
、
母
又
た
ゞ
な
ら
ぬ
身
と
な
り
て
よ
り
、

心こ
ゝ
ち地
あ
し
く
煩わ
づ
ら

ひ
し
が
、
兄
弟
大
に
憂う
れ
へ

か
な
し
み
、
日に
ち
や夜
枕ま
く
ら

を
さ
ら
ず
、

貧ま
づ
し

き
中
に
も
医ゐ

を
他た
ほ
う邦
に
迎む
か

へ
、
日
夜
衣い
た
い帯
を
解と
か

ず
、
湯
薬
必
か
な
ら
ず

嘗な
め

て
是
を

す
ゝ
め
、
看か
ん
び
や
う病
す
と
い
へ
ど
も
、 

」（
３
オ
）

 

﹇
挿
絵
﹈ 

」（
３
ウ
・
４
オ
）

更さ
ら

に
其そ
の

し
る
し
な
か
り
け
れ
ば
、
兄
利
吉
大
に
歎な
げ

き
末す
へ

の
弟
権
蔵
に
い
ふ
や
う

は
、「
互た
が
ひ

に
か
く
心こ
ゝ
ろ

を
つ
く
し
て
介か
い
ほ
う抱
す
と
い
へ
ど
も
、
母は
ゝ

の
病や
ま
ひ

、
日
々

に
お
と
ろ
へ
給
ふ
。
此
（
こ
の
）上
は
神
明
の
助た
す
け

を
頼た
の
み

奉
る
の
外
な
し
。
吾わ
れ
き
く聞
、
萩は
ぎ

の
法
光
院
の
金
毘
羅
神
は
霊れ
い
け
ん験
あ
ら
た
な
り
と
か
や
。
汝な
ん
じ

と
も
〳
〵
に
今
日

よ
り
一
七
日
の
間
断だ
ん
じ
き食
し
、
日
に
三
度
垢こ

り離
し
、
詣ま
ふ

で
ゝ
母
の
全ぜ
ん
く
わ
い快
を
祈い
の
ら

む

は
い
か
に
」
と
。
い
ま
た
其そ
の

言こ
と

の
終お
わ

ら
ざ
る
に
、
権
蔵
大
に
悦よ
ろ
こ

び
、「
兄
こ
の
か
み

に

は
乳ち

を
含ふ
く

み
給
ふ
の
思
ひ
も
な
き
に
、
か
く
念ね
ん
ご
ろ比
し
給
ふ
に
、
我わ
が

孝か
う

の
薄う
す

き
こ

そ
恥は
づ

か
し
く
候
へ
」
と
て
、
是こ
れ

よ
り
共と
も

に
つ
と
め
て
誠せ
い

情じ
や
う

を
神
に
い
た
す
事
、

既す
で

に
一 

」（
４
ウ
）

七
日
満
て
り
。
時
に
文
化
十
二
年
亥
十
二
月
十
一
日
な
り
。
是こ
の

日
、
天
雨あ
め

雪ゆ
き

を

飛と
ば

し
て
大
に
荒あ

れ
、
白し
ら
な
み浪
は
天
に
漲み
な
ぎ

り
、
潮う
し
ほ

は
崖き
し

に
溢あ
ぶ

る
。
烈れ
つ
ふ
う風
は
砂す
な

を
飛と
ば

し
雪
は
脛は
ぎ

を
埋う
づ

み
、
霰あ
ら
れ

は
礫つ
ぶ
て

の
ご
と
く
、
行こ
う
ろ路
人
（
じ
ん
）跡せ
き

絶た
ゑ

て
、
凄す
さ
ま

し
か
り
し

か
と
も
、
兄
弟
立り
う
ぐ
わ
ん願
満ま
ん
ぞ
く足
の
日
な
り
け
れ
ば
、
彼か
の
や
し
ろ社
へ
詣ま
ふ
で

む
と
、
黄た
そ
か
れ昏
よ

り
海う
み
べ辺
に
出
て
、
潮う
し
ほ

に
入
り4

て
垢こ

り離
し
赤あ
か
は
だ
か裸
へ
帯お
び

を
む
す
び
、
一
刀
を
さ
し

て
出
ん
と
す
。
人
々
こ
れ
を
見
て
大
に
驚お
ど
ろ

き
「
か
ゝ
る
厳け
ん
か
ん寒
深み
ゆ
き雪
の
中
、
其

体
に
て
は
凌し
の

ぎ
か
た
く
、
あ
や
ま
ち
あ
ら
ん
。
ひ
ら
に
と
ゝ
ま
る
べ
し
」
と
こ

ば
み
止と
ゞ

め
し
か
ば
、
利
吉
の
云
ふ4

や
う
、「
か
ゝ
る
折
に
か
く
の
ご
と
き
の
誠ま
こ
と
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を 

」（
５
オ
）

 
﹇
挿
絵
﹈ 

」（
５
ウ
・
６
オ
）

い
た
し
て
こ
そ
神
の
観か
ん
を
う応
も
あ
ら
め
。
そ
れ
故ゆ
へ

に
死し

せ
ば
力
な
し
。
親お
や

の
た
め

に
捨す
つ

る
命い
の
ち

、
何
の
厭い
と

ふ
こ
と
か
あ
ら
ん
」
と
て
、
打
（
う
ち
）つ
れ
て
出
け
り
。
道
の

程ほ
ど

一
里
計
な
る
か
、
一
心
の
凝こ
る

所
は
磐ば
ん
じ
や
く石
よ
り
も
堅か
た

く
、
い
は
ん
や
命
を
神

に
奉
る
孝
の
た
め
身
を
忘わ
す

る
。
い
か
ん
ぞ
思
ふ
こ
と
果は
た

さ
ゝ
ら
ん
と
、
遂つ
い

に
金

毘
羅
の
社
へ
詣
て
ぬ
。
し
か
は
あ
れ
と
も
、
身
も
と
よ
り
金
石
に
あ
ら
す
、
寒か
ん

風
肌は
だ
へ

を
つ
ん
ざ
き
、
雪ゆ
き

霰あ
ら
れ

は
手
足
に
氷こ

り
ま
と
ひ
、
一
七
日
食し
よ
く

せ
す
、
口

棲し
ゝ

遑ま
ひ

て
体た
い

衰お
と
ろ

へ
、
心
計
（
ば
か
り
）は
剛が
う

な
れ
ど
も
、
其そ
の

帰か
へ

る
途
中
、
家
十
町
計
（
ば
か
り
）に

し
て
、
鶴つ
る

江（
え
）の
千
本
松
の
川か
は
き
し岸
に
て
又
一
叢む
ら

の
吹ふ
ゞ
き雪
に
や
逢あ
ひ

け
ん
、
共
に
臥ふ
し

て

 

」（
６
ウ
）

死
せ
り
。
噫あ
ゝ

、
天
か
命
か
あ
は
れ
む
へ
し
。
惜を
し

む
べ
し
。
兄
利
吉
二
十
二
歳
、

弟
権
蔵
十
六〔
マ
マ
〕と
か
や
。
明
の
日
、
此
こ
と
か
く
れ
な
く
国
の
庁て
う

に
達た
つ

し
け
れ

ば
、
吏
や
く
に
ん

を
し
て
其
死し
が
い骸
を
改
め4

さ
せ
、
密ひ
と
か

に
其そ
の

実じ
つ
ふ否
を
近き
ん

隣り
ん

に
尋た
つ
ね
と
は問
し
む

る
に
、
日
比
の
孝
行
今
度
の
誠
情
、
巨き
よ
さ
い細
﹇
左
傍
「
お
ほ
い
ち
さ
い
」﹈
に
分わ
か

り
ぬ
れ
は
、
直た
ゝ
ち

に
許そ
こ
は
く多
の
米べ
い
こ
く穀
を
其
家
に
給
ひ
厚あ
つ

く
其
奠ま
つ
り

を
な
さ
し
め
て
、

弘
く
孝
心
を
顕あ
ら
は

し
給
ふ
。
し
か
の
み
な
ら
す
、
国
の
守
、
儒し
ゅ
し
ん臣
に
命
し
其
孝

を
碑
い
し
ふ
み

﹇
左
傍
「
ひ
」﹈
に
記
し
て
其
邑
中
に
建た
て

し
め
、
其
名
を
し
て
千
載ざ
い

に

と
ゞ
め
、
朽く
ち

さ
ら
し
む
。
是
を
見
、
こ
れ
を
聞き

く
人
、
た
れ
か
泪な
み
た

を
流な
が

さ
ゝ

ら
ん
。
嗚あ

呼ゝ
悲か
な
し

む
へ
し
痛い
た

む
へ
し
。 

」（
７
オ
）

 

﹇
挿
絵
﹈ 

」（
７
ウ
・
８
オ
）

永
教
曰
、
二
子
其
親
に
厚あ
つ
き

事
閔ひ
ん
そ
う曾
に
も
お
と
ら
さ
り
し
に
、
信し
ん

余
り
て
天
地
の

変へ
ん

を
避さ
く

る
の
智
な
く
あ
や
ま
つ
て
天
年
を
保た
も
つ

こ
と
あ
た
は
す
、
神
明
ま
た
こ

れ
を
捨
つ4

る
は
人
の
惑ま
と

ふ
所
な
れ
ど
、
不
幸
に
し
て
夭や
う

﹇
左
傍
「
わ
か
し
に
」﹈

し
、
骸か
ら
だ

は
土
中
に
埋う
め
ら

る
ゝ
と
い
へ
ど
も
名め
い
よ誉
は
天
地
と
共
に
と
ゝ
む
。
孝
者

人
之
高
行
也
、
守
之
万
善
至
矣
と
古
人
も
い
へ
り
。
男
永
辰
長
門
に
下
り
其
あ

ら
ま
し
き
ゝ
記
し
侍
り
ぬ
。

　
　
　
　

長
短
和
歌　
　

二
首　
　
　
　
　
　

永
教

た
ら
ち
ね
の　

文
の
お
し
え
も　

あ
ら
さ
り
し　

身
は
貧ま
づ
し

く
て

 

」（
８
ウ
）

は
ら
か
ら
と　

へ
だ
て
し
中
の　

睦む
つ
ま

し
さ　

是
や
ま
こ
と
に　

あ
め
つ
ち
の

お
の
づ
か
ら
な
る　

道
な
ら
ん　

折
し
も
後
の　

は
ゝ
の
み
の　

有
と
は
み

え
て　

い
つ
し
か
に　

重お
も

き
病や
ま
ひ

に　

ふ
し
し
づ
む　

神
に
祈い
の

り
て　

苦く
る

し
み

を　

助た
す
け

む
も
の
と　

一
七
日　

身
を
き
よ
め
つ
　ゝ

食を
し

も
の
を　

口
に
も
入

れ
す　

う
は
玉
の　

夜
の
通
ひ
も　

い
と
は
す
に　

祈の
み
い
の禱
り
ぬ
る　

こ
ゝ
ろ
さ

し　

寒
け
き
冬
の　

末す
へ

つ
か
た　

雪
や
み
そ
れ
や　

ふ
く
風
の　

遠を
ち
こ
ち近
人
も　

な
き
夜
半
に　

身
を
露あ
ら
は

し
て　

一
す
し
の　

帯お
び

を
は
腹は
ら

に　

む
す
び
つ
　ゝ

こ
ゝ
ろ
は
堅か
た

く　

思
ふ
そ
の　

神
に
詣ま
ふ

て
　ゝ

か
へ
る
さ
の　

我
里
ち
か
く

 

」（
９
オ
）

一
む
ら
の　

又
も
ふ
ゝ
き
に　

埋う
つ
も

れ
て　

二
人
な
か
ら
に　

玉
の
緒
は　

き

え
に
し
名
の
み　

誉ほ
ま

れ
を
は　

豊と
よ

秋あ
き

津つ

洲す

の　

外
ま
て
も　

伝
え
〳
〵
て　

万

代
に　

残の
こ

さ
ん
も
の
と　

書
や
と
ゝ
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝

父か
そ
い
ろ母
の
ふ
か
き
恵め
く
み

を
一
す
し
に
／
身
は
な
き
も
の
と
／
あ
は
れ
に
そ
き
く

 

」（
９
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
子

哀
さ
も
／
そ
の
い
さ
を
し
も
／
ま
た
と
世
に
／
た
く
ひ
な
か
と
の
／
里
の
は
ら

か
ら 

」（
乙
本
10
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
辰

母
の
身
の
／
な
や
み
に
か
は
る
／
は
ら
か
ら
の
／
そ
の
名
は
世
々
に
／
朽
せ
さ
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ら
ま
し

 

」（
乙
本
10
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
鷹

人
の
子
の
／
か
く
も
誠
を
／
つ
く
し
て
そ
／
よ
に
ま
れ
ら
な
る
／
名
の
聞
え
け

れ 

」（
乙
本
11
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
久

さ
か
ふ
名
の
／
行
末
さ
そ
な
／
類
ひ
な
き
／
親
の
め
く
み
を
／
か
へ
す
い
の
ち

は 

」（
乙
本
11
ウ
）

 

【
香
川
津
孝
子
伝
】

香
川
津
孝
子
伝 

」（
１
オ
）

 

﹇
一
丁
裏
は
白
紙
﹈ 

」（
１
ウ
）

　
　

香
川
津
な
る
二
孝
子
か
事
を
き
ゝ
て
感
泣
の
あ
ま
り
に

は
ら
か
ら
の
か
は
ね
を
／
雪
に
う
つ
み
て
そ 

」（
２
オ
）

 

﹇
挿
絵
﹈ 
」（
２
ウ
・
３
オ
）

う
つ
も
れ
ぬ
／
名
は
／
世
に
の
こ
り
／
け
る 
」（
３
ウ
）

香か
が
は
づ

川
津
孝か
う
し
で
ん

子
伝

長な
が
と
の門
国く
に

。
阿あ
ん
の
こ
ほ
り

武
郡
。
小を
ば
た
む
ら

畑
村
の
内
。
香
川
津
と
い
ふ
所
に
。
権ご
ん
ぞ
う蔵
利り

吉き
ち

と
て
。

二
人
の
孝
子
あ
り
け
り
。
其
由ゆ
ら
い来
を
委く
わ

し
く
尋た
づ

ぬ
る
に
。
此
村
に
長
七
と
い
ふ

も
の
。
坪つ
ぼ

井
甚じ
ん

右
衛
門
組
下
に
て
。
六
尺
を
つ
と
め
け
る
が
。
長
七
三
人
の

男な
ん
し子
あ
り
て
。
二
人
は
前せ
ん
さ
い妻
の
子 

」（
４
オ
）

に
て
。
惣さ
う
り
や
う領
を
元
右
衛
門
と
い
ふ
。
二
男
権
蔵
を
う
み
て
。
先せ
ん
さ
い妻
は
死し
き
よ去
し

け
れ
ば
。
長
七
後ご
さ
い妻
を
む
か
へ
て
。
こ
れ
が
腹は
ら

に
も
三
人
の
子
供ど
も

あ
り
て
。
三

男
利
吉
あ
と
二
人
は
女
子
な
り
け
る
が
。
此
権
蔵
と
い
ふ
も
の
。
生う
ま

れ
付
至い
た
つ

て
孝か
う
こ
う行
に
し
て
。
父て
ゝ
お
や親
は
も
と
よ
り
。
継ま
ゝ
は母ゝ
に
つ
か
ゆ
る
事
も
。
ま
こ
と

 

」（
４
ウ
）

の
母
お
ふ
く
ろ

に
こ
と
な
ら
ず
。
何な
に
ご
と事
に
か
き
ら
ず
。
心こ
ゝ
ろ

を
つ
く
し
け
る
が
。
元も
と

よ

り
家い
ゑ

貧ま
づ

し
く
。
物も
の
ご
と事
た
ら
ぬ
が
ち
な
る
に
。
二ふ
た
お
や親
に
は
不ふ
じ
ゆ
う

自
由
な
き
や
う
に
い

た
し
。
我わ
が
み身
は
し
ば
ら
く
西に
し
ご
て
ん

御
殿
の
小こ
も
の
が
し
ら

者
頭
を
つ
と
め
て
。
僅わ
づ
か

の
切き
り

米ま
い

を
も

ら
ひ
て
。
家か
な
い内
大お
ほ
ぜ
い勢
を
や
し
な
ひ
。
三さ
ん
ど度
の
食し
よ
く
じ事
も
。
我わ
が
み身
は
二に

ど度
よ
り

 

」（
５
オ
）

食く

は
ず
し
て
。
父ち
ゝ
は母ゝ
に
は
。
味あ
ぢ

よ
き
。
や
は
ら
か
な
る
も
の
を
。
た
べ
さ
せ
我わ
が

身み

に
き
る
も
の
は
。
冬ふ
ゆ

も
薄う
す
ぎ着
な
れ
ど
も
。
父ち
ゝ
は母ゝ
に
は
あ
た
ゝ
か
に
着き

せ
て
。

何な
に

ひ
と
つ
。
不ふ
そ
く足
な
き
や
う
に
致い
た

し
け
れ
ば
。
父て
ゝ
お
や親
は
も
と
よ
り
。
継ま
ゝ
は母ゝ
も
其そ
の

真し
ん
じ
つ実
の
志
こ
ゝ
ろ
ざ
し

を
よ
ろ
こ
び
。
元も
と

よ
り
幼お
さ
な

き
時と
き

よ
り
そ
だ
て
し
事こ
と

な
れ
ば
。
我わ
が

生う
み

た
る
子こ

も 

」（
５
ウ
）

同ど
う
や
う様
に
む
つ
ま
じ
く
暮く
ら

し
け
る
。
世よ

の
中な
か

に
心こ
ゝ
ろ
え得
違ち
が
ひ

い
た
せ
し
も
の
は
。
継ま
ゝ

母は
ゝ

は
継ま
ゝ
こ子
と
中な
か

あ
し
き
も
の
ゝ
や
う
に
お
も
ひ
。
た
ま
〳
〵
な
か
の
よ
き
も
の

あ
り
て
も
。
他わ
き

よ
り
色い
ろ
〳
〵々

と
言い

ふ
も
の
な
る
に
。
此こ
の

権ご
ん
ぞ
う蔵
母お
や
こ子
は
誰た
れ

ひ
と
り
。

継ま
ゝ

子こ

か
。
生う
み

の
子こ

か
。
其そ
の
は母ゝ
と
子こ

の
あ
い
だ
を
。
批ひ
は
ん判
す
る
も
の
な
か
り
け

る
。
誠ま
こ
と

に
た
ぐ
ひ
ま
れ 

」（
６
オ
）

な
る
事
ど
も
に
て
。
誰た
れ

に
て
も
此こ
の

通と
ほ

り
に
致い
た

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
な
り
。
世よ

の
親お
や

た
る
も
の
。
子こ

た
る
も
の
。
能よ
く

き
ゝ
お
ぼ
へ
お
く
べ
し
。
扨さ
て

今こ
と
し年
。
此こ
の

継ま
ゝ
は母ゝ
。

懐く
わ
い
に
ん妊
な
り
け
る
が
。
既す
で

に
産さ
ん

し
て
。
後あ
と

の
折を
り
あ
ひ合
あ
し
く
。
わ
づ
ら
ひ
け
れ
ば
。

権
蔵
は
弟お
と
ゝ

の
利り

吉き
ち

と
相さ
う
だ
ん談
し
て
。
な
ら
ぬ
中な
か

に
も
良よ
き

医い
し
や

を
招ま
ね

き
。
高か
う
じ
き直
の

薬く
す
り

を
求も
と

め
。
手て

を 

」（
６
ウ
）

尽つ
く

し
。
心
を
つ
く
し
て
。
看か
ん
び
や
う病
お
こ
た
る
事
な
か
り
け
れ
ど
も
。
日
に
ま

し
て
す
こ
し
も
効し
る
し

な
く
。
気き
ぶ
ん分
も
次し
だ
い第
に
よ
は
り
は
て
ゝ
。
昨き
の
ふ日
よ
り
は
。

今け

ふ日
と
。
お
と
ろ
へ
ゆ
き
。
今
は
い
の
ち
も
あ
や
ふ
く
見
え
け
れ
ば
。
兄き
や
う
だ
い弟

は
も
と
よ
り
。
家
内
み
な
〳
〵
心
を
の
み
い
た
め
け
る
が
。
権
蔵
は
あ
ま
り
の
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せ
ん
か
た
な
さ
に
。
弟お
と
ゝ

の 

」（
７
オ
）

利
吉
に
む
か
ひ
て
い
ふ
や
う
は
。「
母お
ふ
く
ろ親
の
大
病び
や
う

こ
れ
迄
い
ろ
〳
〵
手
を
尽つ
く

し

て
看
病
し
。
御
医い
し
や者
も
色
々
心し
ん
ぱ
い配
せ
ら
る
れ
ど
も
。
一い
つ
か
う向
何
の
し
る
し
も
な

し
。
今
は
唯た
ゞ

神か
み
さ
ま様
を
御
頼
み
申
て
。
全ぜ
ん
く
わ
い快
を
い
の
る
よ
り
外
の
事
は
な
し
。

今
日
よ
り
七
日
七
夜
。
断だ
ん
じ
き食
し
て
。
金こ
ん
ひ
ら

毘
羅
様
に
願ぐ
わ
ん

立
せ
ん
と
お
も
ふ
。
貴き

様
に
も 

」（
７
ウ
）

ま
た
。
共と
も
〴
〵々

祈い
の

ら
ば
い
か
に
」
と
。
問と

は
れ
て
利
吉
大お
ほ
い

に
喜よ
ろ
こ

び
。「
我わ
れ

も
い

ろ
〳
〵
心こ
ゝ
ろ

を
く
だ
く
折を
り
か
ら柄
。
よ
く
も
兄あ
に

様さ
ま

の
心こ
ゝ
ろ
づ
き付
あ
り
し
」
と
て
。
夫そ
れ

よ
り

二ふ
た
り人
は
断だ
ん
じ
き食
と
て
。
三さ
ん
ど度
の
食し
よ
く
じ事
は
も
と
よ
り
。
湯ゆ
ち
や茶
も
呑の

ま
ず
。
日ひ

に
幾い
く
た
び度

と
な
く
。
磯い
そ
き
は際
に
出い
で

て
。
潮う
し
ほ

を
あ
び
。
一い
つ
し
ん
ふ
ら
ん

心
不
乱
に
。
金こ
ん
ひ
ら

比
羅
を
念ね
ん

じ
て
。

母は
ゝ

の
病び
や
う
き気
本ほ
ん
ぶ
く復
を 

」（
８
オ
）

い
の
り
け
る
が
。
文ぶ
ん
く
わ化
十
二
乙き
の
と
の
ゐ
の亥
年と
し

十
二
月
十
一
日
の
事
な
る
が
。
今け

ふ日
は

七な
ぬ
か日
満ま
ん
ぐ
わ
ん願
の
日ひ

に
当あ
た

り
け
れ
ば
。
権ご
ん
ざ
う蔵
利り

吉き
ち

二ふ
た
り人
は
言い
ひ
あ
は合
せ
て
。
折を
り
ふ
し節
父ち
ゝ

の

長ち
や
う
ひ
ち七
幷な
ら
び

に
惣さ
う
り
や
う領
元も
と

右ゑ

も

ん
衛
門
も
留る

す守
な
れ
ど
も
。
母は
ゝ

の
介か
い
ほ
う抱
は
。
妹い
も
と

両ふ
た
り人
に

能よ
く

よ
く
。
い
ひ
ふ
く
め
お
き
て
。
兄き
や
う
だ
い弟
は
満ま
ん
ぐ
わ
ん願
の
御お
れ
い礼
参ま
い

り
を
せ
ん
と
て
。

日ひ

の
暮く
れ
す
ぎ過
よ
り 
」（
８
ウ
）

例い
つ
も

の
通と
ほ

り
に
汐う
し
ほ

を
あ
び
て
其そ
の
ま儘ゝ
に
。
赤ま
る
は
だ
か裸
徒す

跣あ
し

に
て
。
萩は
ぎ

新し
ん
ぼ
り堀
法ほ
ふ
く
わ
う
ゐ
ん

光
院

境け
い
だ
い内
の
。
金こ
ん
ひ
ら

比
羅
の
社や
し
ろ

へ
と
こ
ゝ
ろ
ざ
し
。
脇わ
き
め目
も
ふ
ら
ず
い
そ
ぎ
け
る
。

比こ
ろ

は
極ご
く

月げ
つ
な
か中
旬ご
ろ

の
事
な
れ
ば
。
た
ゞ
さ
へ
寒さ
む

き
節を
り

な
る
に
。
今こ
よ
ひ宵
は
別べ
つ

し
て
風か
ぜ

は
げ
し
く
。
雪ゆ
き

霰あ
ら
れ

の
ふ
り
く
る
事
。
面お
も
て

を
む
く
べ
き
や
う
も
な

 

」（
９
オ
）

か
り
け
れ
ば
。
尋つ

ね常
一て

い様
の
人ひ
と

な
ら
ば
。
綿わ
た
い
れ入
衣ぎ
も
の服
の
三さ
ん
ま
い枚
も
重か
さ

ね
。
頭ず
き
ん巾
を

か
ぶ
り
。
足た

び袋
を
は
き
て
も
。
中な
か
〳
〵々

容よ
う
い易
に
は
あ
ゆ
み
が
た
き
に
。
兄き
や
う
だ
い弟
は

赤ま
る
は
だ
か裸
に
徒す

跣あ
し

に
て
。
汐う
し
ほ

を
あ
び
た
る
其そ
の
ま儘ゝ
な
れ
ば
。
は
げ
し
き
風か
ぜ

に
肌は
だ
へ

は

さ
く
が
如ご
と

く
。
手て
あ
し足
は
か
ゞ
ま
り
。
目め

も
あ
け
ら
れ
ね
ど
。
一い
ち
づ途
に
母は
ゝ

の
病び
や
う
き気

 

」（
９
ウ
）

の
本ほ
ん
ぶ
く復
を
。
い
の
る
心こ
ゝ
ろ

の
金き
ん
て
つ鉄
よ
り
も
堅か
た

く
。
雪ゆ
き

も
氷こ
ほ
り

も
物も
の
か
ず数
な
ら
ず
。
た

と
ひ
命い
の
ち

は
終お
は

る
と
も
。
此こ
の

願ぐ
わ
ん

は
た
さ
で
お
く
べ
き
か
と
。
親お
や

を
大だ
い
じ事
の
孝か
う
し子

の
大た
い
ゆ
う勇
。
降ふ

れ
ど
も
吹ふ

け
ど
も
す
こ
し
も
い
と
は
ず
。
兄あ
に

は
弟お
と
ゝ

を
力ち
か
ら

と
し
。

弟お
と
ゝ

は
兄あ
に

を
力ち
か
ら

と
し
。
や
う
〳
〵
三
十
町
ば
か
り
の
道み
ち

を
ゆ
き
て
。
新し
ん
ぼ
り堀
の

金こ
ん
ひ比
羅ら

の
社や
し
ろ

に 

」（
10
オ
）

参さ
ん
け
い詣
し
。
一い
つ
し
ん心
に
祈き
せ
い誓
を
こ
め
。
夫そ
れ

よ
り
母は
ゝ

の
病び
や
う
き気
も
き
づ
か
は
し
け
れ
ば
。

兄き
や
う
だ
い弟
は
手て

に
手て

を
と
り
て
。
松ま
つ
も
と本
の
土ど

て手
よ
り
帰か
へ

り
け
る
に
。
此こ
の

辺へ
ん

は
川か
は
ば
た端

の
事
な
れ
ば
風か
ぜ

は
ま
す
〳
〵
強つ
よ

く
吹ふ

き
。
雪ゆ
き

も
次し
だ
い第
に
降ふ
り

も
り
。
夜よ

は
し
ん

〳
〵
と
更ふ
け

わ
た
り
。
逆さ
か
ま
く巻
汐う
し
ほ

は
岸き
し

に
打う
ち
あ上
げ
て
。
足あ
し

く
び
ま
で
も
つ
か
る

 

」（
10
ウ
）

ば
か
り
な
る
に
。
兄き
や
う
だ
い弟
は
此こ
の

七
日
の
間あ
ひ
だ

。
一ひ
と
つ
ぶ粒
の
米こ
め

も
一ひ
と
く
ち口
の
水み
づ

も
の
ま

ず
。
腹は
ら

は
十ぢ
う
ぶ
ん分
に
へ
り
。
其そ
の
う
へ上
に
丸ま
る

は
だ
か
。
す
あ
し
に
て
。
此こ
の

大お
ほ
ゆ
き雪
大お
ほ
か
ぜ風
を

し
の
ぎ
て
。
三
十
町
ば
か
り
の
道み
ち

を
。
往ゆ
き反ゝ
す
る
事
な
れ
ば
。
五ご
た
い体
は
つ
か
れ

て
ひ
へ
凍こ
ほ

り
。
足あ
し

も
す
く
ぼ
り
て
あ
ゆ
ま
れ
ね
ど
。
母は
ゝ

の
病や
ま
ひ

の
気き

づ
か
は
し

く
。
す
こ
し
も
早は
や

く
。
わ
が 

」（
11
オ
）

家や

に
帰か
へ

ら
ん
と
。
心こ
ゝ
ろ

ば
か
り
は
い
そ
ぎ
つ
ゝ
。
や
う
や
う
鴈が
ん

島じ
ま

と
い
ふ
処と
こ
ろ

の

あ
た
り
ま
で
帰か
へ

り
け
る
が
。
い
ま
だ
我わ
が
や家
ま
で
は
十
町
計ば
か
り

も
あ
る
所と
こ
ろ

に
て
。

雪ゆ
き
か
ぜ風
ま
す
〳
〵
は
げ
し
く
な
り
。
今い
ま

は
手て
あ
し足
も
は
た
ら
か
ず
。
あ
は
れ
成な
る

か
な

二ふ
た
り人
の
孝か
う
し子
。
手て

に
手て

を
と
り
て
思お
も

は
ず
も
。
ま
ろ
び
仆た
ほ

れ
て
其そ
の

ま
ゝ
に
正し
や
う
き気

 

」（
11
ウ
）

を
う
し
な
ひ
絶た
え
い
り入
し
に
。
か
ゝ
る
風か
ぜ
ゆ
き雪
の
夜よ
な
か半
な
れ
ば
。
往ゆ
き来ゝ
の
人ひ
と

も
絶た
え

は

て
ゝ
。
誰た
れ

し
る
も
の
も
あ
ら
さ
れ
ば
。
も
と
よ
り
た
す
く
る
人
も
な
し
。
雪ゆ
き

は

ま
す
〳
〵
ふ
り
う
づ
み
。
其そ
の

ま
ゝ
あ
へ
な
く
成な
り

に
け
り
。
家か
な
い内
に
は
兄き
や
う
だ
い弟
の

宵よ
ひ

に
出い
で

た
る
其そ
の
ま儘ゝ
に
、
夜よ

あ
け
に
な
れ
ど
帰か
へ

ら
ね
ば
。
近き
ん
じ
よ所
の
人ひ
と
〳
〵々

そ
こ
こ
ゝ

－ 29 －



と
。
た
づ
ね
あ
る
き
。 

」（
12
オ
）

終つ
ゐ

に
鴈が
ん

島じ
ま

辺へ
ん

に
て
兄き
や
う
だ
い弟
の
屍し
が
い

を
見み
あ
た当
り
。
直す
ぐ

様さ
ま

つ
れ
帰か
へ

り
て
。
い
ろ
〳
〵
と

療れ
う
じ治
す
れ
ど
も
終つ
ゐ

に
養や
う
じ
や
う生
は
か
な
は
ざ
り
け
り
。
時と
き

に
権ご
ん
ざ
う蔵
は
二
十
二
才
。

利り

吉
は
十
六
才
な
り
。
此こ
の

よ
し
早さ
つ
そ
く速
役や
く
し
よ所
へ
と
ゞ
け
出い
で

け
れ
ば
。
役や
く
に
ん
ど
も

人
共
屍し
が
い

を
改あ
ら
た

め
。
其そ
の

由よ
し

を
く
は
し
く
き
ゝ
と
ゞ
け
。
其そ
の
す
ぢ
〳
〵

筋
々
へ
申も
う
し
で出
致い
た

し
け
れ
ば
。

こ
の
年と
し

は 

」（
12
ウ
）

大と
の
さ
ま守
に
は
御ご

在ざ
い

江
戸
に
付
。
早さ
つ
そ
く速
に
そ
の
段だ
ん

急は
や
び
き
や
く使
を
も
つ
て
申
上
け
る
に
。

殊こ
と

の
ほ
か
に
御ご
か
ん感
あ
り
て
。
忝
く
も
御
涙な
み
だ

を
流な
が

さ
れ
。
す
な
は
ち
御
取と
り
し
ら調
べ

の
上
に
て
。
孝か
う
し子
へ
兼か
ね

て
御ご
ほ
う
び

賞
美
の
例れ
い

に
因よ
つ

て
。
米
を
下
さ
れ
け
る
。
御
書か
き

下

げ
左さ
の
と
ほ
り

之
通

　
　
　
　

覚 

」（
13
オ
）

　
　

一
米
三
俵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
井
甚
右
衛
門
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
六
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
七

　
　

 

右
之
者
。
妻
血
症
相
煩
。
難
尽
療
治
。
快
験
無
之
。
因
茲
次
男
権
蔵
ゟ
。

三
男
利
吉
を
申
勧
メ
。
新
堀
法
光
院 

」（
13
ウ
）

　
　

 

境
内
。
金
毘
羅
社
ニ
対
し
。
令
宿
願
。
住
所
前
小
畑
長
添
ニ
於
而
。
昼
夜

遥
拝
。
七
日
相
満
。
去
十
二
月
十
一
日
。
長
七
幷
惣
領
元
右
衛
門
も
乍
留

主
。
母
之
心
添
ニ
ハ
妹
両
人
付
置
。
暮
過
ゟ
権
蔵
利
吉
後
磯
ニ
立
出
。
倶
々

垢
離
を
致
。
直
様
裸
素
足
ニ
而
。
彼
社
参
詣
。
其
帰
路
與
相
見
江
。
折

 

」（
14
オ
）

　
　

 

柄
風
雪
以
外
烈
敷
。
雁
島
辺
途
中
ニ
於
而
病
気
付
。
兄
弟
一
所
ニ
臥
居
候

を
。
近
隣
之
者
其
外
。
翌
朝
尋
当
候
故
。
連
戻
し
。
難
令
療
養
。
了
ニ
不

叶
。
及
落
命
。
長
七
妻
も
無
程
相
果
候
由
。
権
蔵
為
ニ
は
継
母
ニ
候
処
。

被
取
生
立
候
恩
儀
を
厚
考
。
令
発
願
。
利
吉
乍
幼
年
。	

」（
14
ウ
）

　
　

 

兄
之
申
分
ニ
随
ひ
。
二
子
共
ニ
兼
々
親
之
心
ニ
不
相
背
。
懇
ニ
取
扱
。
今
度

一
途
ニ
凝
。
母
之
病
難
快
然
を
祈
候
志
。
神
妙
至
極
之
事
ニ
付
。
於
存
命

は
被
仰
付
方
も
可
有
之
処
。
不
図
令
死
亡
候
段
。
不
便
之
次
第
。
宇
右
衛

門
殿
委
細
被
聞
召
届
。
生
前
之
孝
養
。
殊
ニ
其
夜
之
参
り
掛
り

 

」（
15
オ
）

　
　

 

旁
誠
ニ
比
類
稀
成
行
状
。
全
難
被
捨
置
。
偏
ニ
被
加
御
慈
悲
。
二
子　
　

御
褒
美
之
御
心
持
を
以
。
前
書
之
通
り
長
七
江
被
遣
候
事
。

あ
く
る
十
三
年
に
は　
　

御ご
き
こ
く

帰
国
の
上う
へ

。
直す
ぐ

様さ
ま

山や
ま
が
た縣
半は
ん
ひ
ち七
に
仰お
ほ
せ

付つ
け

ら
れ
。

兄き
や
う
だ
い弟
の
孝か
う
し子
の
な
り
ゆ
き
を
。
文ぶ
ん

に
つ
ゞ
ら
せ
て
。
石い
し

に
ほ
り

 

」（
15
ウ
）

つ
け
。
医い

徳と
く
じ寺
の
境け
い
だ
い内
に
立た
て

お
か
れ
。
金き
ん
す子
あ
ま
た
下
さ
れ
て
。
永な
が

く
孝か
う
こ
う行
の

徳と
く

を
あ
ら
は
さ
れ
し
は
。
有あ
り
が
た難
か
り
し
事
ど
も
な
り
。
今い
ま

に
て
も
。
年ね
ん
き忌
毎ご
と

に

は
。
あ
つ
く
と
ぶ
ら
ひ
給
ひ
て
。
二ふ
た
り人
が
名な

は
幾い
く

千せ
ん
ね
ん年
も
尽つ
く

る
事こ
と

な
き
。
孝か
う
し子

の
手て
ほ
ん本
と
ぞ
な
り
に
け
る
。

　
　

何な
に
と
ぞ卒
人
の
子
た
る
も
の
。
孝
行
の 

」（
16
オ
）

　
　

 

道み
ち

に
心こ
ゝ
ろ

を
尽つ
く

さ
ば
。
有あ
り
が
た難
き　
　

上か
み

の
御ご
お
ん恩
を
も
。
わ
す
れ
ぬ
道ど
う
り理
に

相あ
ひ

成な
り

自し
ぜ
ん然
と
忠ち
う
ぎ義
も
出で

き来
申
す
べ
く
。
人ひ
と

と
生う
ま

れ
て
。
人
た
る
の
道み
ち

を
し

ら
ね
ば
。
鳥と
り

け
だ
も
の
に
も
お
と
り
て
。
は
づ
か
し
き
事こ
と

な
れ
ば
。
二ふ
た
り人

の
孝か
う
し子
の
な
り
ゆ
き
を
。 

」（
16
ウ
）

　
　

 
く
わ
し
く
書か
き

つ
け
て
。
世よ

の
人ひ
と

の
教お
し
へ

草ぐ
さ

と
も
せ
ま
ほ
し
と
て
。
今い
ま

の
県け
ん

令れ
い

杉す
ぎ

某
そ
れ
か
し

。
せ
ち
に
こ
ひ
け
れ
ば
。
そ
の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
に
め
で
ゝ
。
お
の

れ
が
才さ
え

の
み
ぢ
か
き
も
う
ち
わ
す
れ
。
な
が
〳
〵
し
く
も
か
き
つ
ゞ
る
こ

ろ
は
。
丁
卯
の 

」（
17
オ
）
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十
月
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
花
押
﹈

香
川
津
孝
子
伝
終 

」（
17
ウ
）

〔
注
〕

１ 

小
野
美
典
「『
長
州
孝
子
伝
』
に
つ
い
て
―
神
道
講
釈
師
玉
田
永
教
の
手
に

な
る
孝
子
伝
か
―
」〔
日
本
大
学
法
学
部
『
桜
文
論
叢
』
九
八
巻
、
平
成
30

年
10
月
〕

２ 

『
香
川
津
二
孝
子
二
百
年
祭
―
親
孝
行
の
兄
弟
の
物
語
を
後
世
に
』〔
香
川
津

二
孝
子
二
百
年
祭
実
行
委
員
会
発
行
、
平
成
29
年
３
月
〕
所
収
の
「
香
川
津

二
孝
子
関
係
年
譜
」「
香
川
津
二
孝
子
関
連
石
造
物
銘
文
集
成
」
に
依
る
と
、

藩
校
明
倫
館
の
学
頭
・
祭
酒
を
務
め
た
山
縣
太
華
（
半
七
・
禎
）
の
作
文
に

依
る
「
紀
二
孝
子
事
碑
」
が
医
徳
寺
（
現
在
は
廃
寺
）
境
内
に
建
立
さ
れ
、

そ
の
碑
文
の
日
付
は
「
文
化
十
三
年
丙
子
夏
六
月
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の

後
、
碑
は
、
大
正
三
年
に
椿
東
（
新
川
）
に
移
建
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
九
年

に
松
本
川
東
岸
に
移
建
さ
れ
、
現
在
に
至
る
と
い
う
。

３ 

小
野
美
典
「『
明
治
孝
節
録
』
巻
三
の
三
十
話
と
『
長
州
孝
子
伝
』『
香
川
津

孝
子
伝
』
―
近
藤
芳
樹
の
孝
子
伝
編
集
―
」〔
日
本
大
学
国
文
学
会
『
語
文
』

一
六
一
輯
、
平
成
30
年
６
月
〕

４ 

越
後
純
子
『
近
代
教
育
と
『
婦
女
鑑
』
の
研
究
』〔
吉
川
弘
文
館
、
平
成
28

年
11
月
、
四
五
～
五
一
頁
〕
の
第
二
章
第
一
節
「『
明
治
孝
節
録
』
の
成
立

事
情
」。

５ 

『
明
治
孝
節
録
』
は
全
四
巻
で
、
本
編
一
三
八
話
と
附
録
三
九
話
（
本
編
に

比
し
て
非
常
に
簡
明
・
簡
略
）
の
計
一
七
七
話
か
ら
成
る
。

６ 

例
え
ば
、
明
治
24
年
９
月
刊
『
少
年
教
育　

智
徳
の
か
ゞ
み
』〔
齋
藤
普
春

編
、
愛
智
堂
〕
に
は
、「
楠
多
聞
丸
の
は
な
し
」（
楠
正
行
の
桜
井
の
別
れ
か

ら
四
條
畷
の
戦
い
ま
で
の
逸
話
）・「
護
良
親
王
の
は
な
し
」
な
ど
計
五
十
五

話
の
中
に
、「
権
蔵
利
吉
の
話
」
が
『
明
治
孝
節
録
』
の
ほ
ぼ
丸
写
し
の
形

で
収
録
さ
れ
る
。
大
正
６
年
３
月
刊
『
教
訓　

お
伽
百
話
』〔
城
北
隠
士
著
、

春
江
堂
書
店
〕
に
は
、
忠
義
・
友
悌
・
信
義
・
博
愛
な
ど
七
つ
の
徳
目
の
う

ち
、
孝
行
の
全
十
三
話
の
大
尾
に
置
か
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
平
易
な
文
章

に
改
め
、
兄
弟
の
死
ま
で
で
終
わ
り
、
後
日
談
・
褒
賞
の
話
は
削
除
）。
注

３
の
拙
稿
で
も
考
察
し
た
が
、
権
蔵
・
利
吉
の
話
は
、
大
正
期
に
は
求
心
力

を
失
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

７ 

『
増
補
版　

国
書
総
目
録　

第
５
巻
』〔
岩
波
書
店
、
平
成
２
年
５
月
、
六
八

五
頁
〕

８ 

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
整
理
区
分
と
番
号
は
「
大
鋸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
書

籍
編
）
二
八
〇
‐
一
八
」。

９ 

山
口
図
書
館
で
の
請
求
記
号
は
二
本
と
も
同
一
の
「
Ｙ
一
五
九
Ａ
」。
同
館

の
ウ
ェ
ブ
検
索
デ
ー
タ
で
は
二
本
と
も
「
九
丁
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

（
稿
者
の
便
宜
的
名
称
の
）
甲
本
が
九
丁
、
乙
本
が
十
一
丁
で
あ
る
。

10 

「
空
山
」
な
る
人
物
は
未
詳
。

11 

見
開
き
で
計
三
葉
の
挿
絵
に
は
署
名
・
落
款
等
は
な
く
、
絵
師
は
不
明
。

12 

『
国
書
人
名
辞
典
』
第
三
巻
〔
岩
波
書
店
、
平
成
８
年
11
月
〕

13 
野
中
春
水
「
百
人
一
首
夷
曇
考
」〔
神
戸
大
学
教
養
部
『
論
集
』
一
〇
号
、

昭
和
46
年
３
月
〕

　

 

徳
原
茂
実
「
百
人
一
首
夷
曇
を
め
ぐ
っ
て
」〔
武
庫
川
女
子
大
学
国
文
学
会

『
武
庫
川
国
文
』
第
五
一
号
、
平
成
10
年
３
月
〕

14 

福
島
理
子
・
徳
原
茂
実
『（
百
人
一
首
注
釈
書
叢
刊
18
）
百
首
贅
　々

百
人

一
首
夷
曇
』〔
和
泉
書
院
、
平
成
９
年
３
月
〕
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15 

山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
の
版
本
『
周
防
国
岩
淵
村
孝
女
石
伝　
附
播
摩
国

佐
土
村
孝
女
伝
』。
請
求
記
号
は
「
Ｙ
一
五
九
Ａ
」。

16 
『
明
倫
叢
書
第
六
輯　

巴
城
孝
子
伝
』〔
山
口
県
萩
市
明
倫
小
学
校
内
明
倫

叢
書
刊
行
部
発
行
、
昭
和
９
年
３
月
〕

17 

『
萩
の
名
玉
』
は
、『
明
治
孝
節
録
』
巻
四
の
三
十
四
話
に
収
載
さ
れ
て
い

る
「
く
に
女
（
明
石
く
に
）」
の
孝
子
伝
を
、
萩
の
諸
資
料
・
伝
承
な
ど
を

も
と
に
詳
述
し
た
『
孝
女
明
石
く
に
事
蹟　

萩
の
名
玉
』〔
香
川
政
一
自
家

版
、
大
正
９
年
10
月
〕
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
の
再
録
。

18
詳
細
は
注
１
の
拙
稿
参
照
。

19 

『
萩
市
史
・
第
二
巻
』〔
萩
市
編
集
発
行
、
平
成
元
年
３
月
、
一
四
九
頁
、

一
〇
八
六
～
一
〇
八
七
頁
〕

20 

澤
宣
一
・
望
月
茂
『
生
野
義
挙
と
其
同
志
』〔
春
川
会
、
昭
和
７
年
（
刊
行

月
未
詳
、
同
年
10
月
の
著
者
序
が
あ
る
）〕

〔
付
記
〕

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
・
石
川
県
立
歴
史
博
物
館

に
は
、
資
料
の
閲
覧
・
写
真
撮
影
等
の
便
宜
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
山
口
図
書
館

に
は
、
資
料
の
翻
刻
の
ご
許
可
も
頂
い
た
。
各
位
に
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

る
。

 

（
お
の
・
よ
し
の
り
）
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